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『地域まちづくり活動助成金』の概要 

地域まちづくり活動助成金制度は、東大阪市の地域資源の活用や地域課題の解決に向けたまちづくり活動の

活性化を図り、わがまちとして愛着と誇りの持てる市民主体の魅力ある地域づくりを目的としています。 

スタート支援部門 
立ち上げて5年未満の団体が、活動基盤を整えたり、新たな事業を始めた
りするのを支援する助成金。  

 事業チャレンジ部門 団体が、将来に亘って自立・継続して活動するための事業への助成金。  

○選考方法 

スタート支援部門 書類と面接 

事業チャレンジ部門 書類と公開プレゼンテーション 

いずれも「東大阪市地域まちづくり活動助成金審査会」において採択団体や助成金額などを審査します。 

○審査基準 

・事業の公益性  ・事業の実現性 ・事業の創意工夫・先駆性     

・事業の発展性  ・組織の健全性  ・他団体、企業、行政機関などとの協働性 

令和 2年度東大阪市地域まちづくり活動助成金審査会委員 
令和 2年度は、下記の審査委員により審査を行いました。 

 氏   名 選 出 団 体 及び 役 職 

会長 吉田 忠彦 近畿大学 経営学部 教授 

副会長 有田 典代 国際文化交流協会 事務局長 

田中 晃代 近畿大学 総合社会学部 准教授 

藤江 徹 あおぞら財団（公益財団法人公害地域再生センター）事務局長 

太田 裕 東大阪市 市民生活部 地域活動支援室長 

-1-



申請区分 団体名 申請事業名
ページ
番号

1
スタート
支援部門

石切のわ 石切地域活性化事業 3

2
スタート
支援部門

NPO法人リード 放課後ラグビー教室 5

3
スタート
支援部門

災害時のトイレ・避難所問題等
を考える会

誰ひとり取り残さない地域防災事業 7

4
スタート
支援部門

特定非営利活動法人多言語・多
文化サポートICHI

多言語・多文化サポート「おうちでにほ
んご」

9

5
スタート
支援部門

まちねこ東大阪の会
のらねこなくし隊！！地域猫のすす
め、誰でもできるTNRと保護

11

6
スタート
支援部門

まなびや通りフェスタ実行委員
会

まなびや通りフェスタ 13

7
スタート
支援部門

ロンド健康運動プロジェクト 東大阪てくてくラダー教室 15

各交付事業の成果一覧
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令和２年度 地域まちづくり活動助成金 活動成果概要

事業名 多文化・多言語サポート「おうちでにほんご」

団体名 特定非営利活動法人 多言語・多文化サポートＩＣＨＩ

助成区分    スタート支援部門 助成金額 200，000 円

事

業

の

目

的

・

内

容

目的

東大阪市に住む外国籍住民の方々には生活に必要な支援が十分行

き届いていないという問題点に着目し、いつでもどんな場所でも

生活に必要な日本語を学ぶリソースを提供し、学習する機会を設

けるとともに支援体制を定着させる。

また、外国籍住民に関わる人材を増やし地域とのネットワークを

構築する事によって相互理解を深め、より良いまちづくりにつな

げることを目的とする。

内容

地域に暮らす日本語学習が必要な住民を対象とし、生活に必要な

日本語を学ぶリソースを開発する。

体験学習会の開催や SNS 等での発信、印刷物の配布を通じて随時
提供していき、日本語の習得に役立てていただく。

活

動

実

績

日本語学習リソース、クイズレットを使った「おうちでにほんご」の作成

体験版の完成後、リソース及び団体の広報活動（市内 180 カ所の保育園・
幼稚園・小学校・中学校・高等学校・夜間中学校へ配布）

体験学習会の開催 

第 1 回 2020 年 9 月 13 日（日）15：00～16：30 東大阪みらい日本語学校
テーマ 外国人パパ＆ママのための日本語教室 子どもの病気について

参加者 外国籍住民 7 名、学生ボランティア 3 名、スタッフ 6 名
第 2 回 2020 年 9 月 19 日（土）10：00～11：30 東大阪みらい日本語学校
テーマ 外国人パパ＆ママのための日本語教室 子どもの病気について

参加者 外国籍住民 4 名、学生ボランティア 3 名、スタッフ 7 名
第 3 回 2021 年 3 月 14 日（日）13：30～16：00 東大阪市文化創造館（予
定）

テーマ 第 1 部 東大阪市の地名・駅名、生活情報
    第 2 部 小学校の日本語
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＊活動内容がわかる写真を添付してください。

目

標

＜申請時＞東大阪市の駅名や幼

稚園保育所で使用することばを含

めた生活に必要な日本語を学ぶリ

ソースを開発し、出来上がったリソ

ースを随時提供していく。

＜事業実施後＞「おうちでにほんご」

の作成。体験学習会の開催や SNS での

発信、印刷物の配布等で提供し学習の

機会を提供する。学んだ日本語を用い

て地域社会とのつながりを作る。

事

業

の

成

果

・

効

果

リソースの開発において多言語での翻訳ができたことは意義があった。また

成果物が今後も残るため、必要なときに必要な人が使える。

体験会の開催で参加者同士のつながり、相談の場にもなった。〈具体的例〉

同じ地域に暮らす日本の家庭の母親と外国人家族が出会う場ともなった。 

体験会では講師として地域の大学生も活動し、学びの場となった。

市内の保育所、幼稚園・88 園と小学校・中学校・高等学校・夜間中学校 92

校への案内ができ、市内全域に広く知ってもらう機会となったため、幼稚

園・保育所の保育者だけでなく、学校の教員にも知ってもらうことができた。

このアプリを利用した日本語学習者が、地域で活発に活動するためのきっか

け作りに貢献できた。

今

後

の

事

業

展

開

教員や保育者がこのアプリを用いて現場で有効に活用する使用法について

の体験会は、コロナ禍で行えなかった。今後、対面することが容易にできる

ようになれば、そのような機会も設けてみたい。 

今回の事業で配布した内容に興味を持ってもらい、例えば小学校入学前の説

明会に利用してもらえるように働きかけていきたい。

ここで学んだ日本語を用いて、地域におけるコミュニティに参加し地域の一

員として活動できる、関係づくりに活かすための活動を行っていきたい。
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令和２年度 地域まちづくり活動助成金 活動成果概要

事業名 ノラ猫なくし隊！！地域猫のすすめ、誰でもできる TNR と保護 

団体名 まちねこ東大阪の会 

助成区分  スタート支援部門 助成金額 135,000 円

事

業

の

目

的

・

内

容

目的

ノラ猫による排泄・マーキング・発情期の泣き声などによる近隣

住民間でのトラブルや、不妊手術を行わずに産まれた子猫を遺棄

して保健所に持ち込まれ殺処分対象になる、この現状を何とかで

きないかと、この活動を始めました。 

不妊手術の徹底と方法の啓発を解決方法としています。 

内容

飼い主のいない猫（ノラ猫）を不妊手術をして元の場所に戻す

（TNR）活動を推進しています。今はボランティア主体のこの活動

を地域コミュニティで出来るように、ノラ猫なくし隊のジャンパ

着用などの方法にて啓発活動も行っています。 

活

動

実

績

①御厨東まちねこ東大阪の会の本部にて完全予約制の保護猫のお見合い会

を開催。 

6/7（来場者１４組）、6/14（来場者１２組）、6/28（来場者１７組） 

7/12（来場者１１組）、7/26 (来場者１０組)、8/9（来場者６組） 

8/23（来場者１５組）、9/13（来場者５組）、10/4（来場者８組） 

10/11（来場者８組）、11/1（来場者１０組）、11/15（来場者８組） 

12/13（来場者７組）、1/17（来場者１０組）、2/21（来場者７組） 

2/23（来場者８組） 

②啓発グッズ作成 

8/10 ポロシャツ作成 

11/13 ベスト、腕章作成 

1/20 クリアファイル作成 
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＊活動内容がわかる写真を添付してください。

目

標

＜申請時＞

誰でもできる TNR と保護猫活動。

＜事業実施後＞

TNR も保護猫活動も、ある程度は普及

できたと思います。

事

業

の

成

果

・

効

果

ノラ猫を捕獲して手術なんで私にはできないと思っておられた方にも捕獲

器の貸し出しや使い方の説明などで、ご自身の手でＴＮＲに関わってもらえ

たと思います。保護猫活動についても、こちらに保護の依頼があった方とお

話をして、方法などを伝えることによってご自身でされる方も増えてきまし

た。

今

後

の

事

業

展

開

今後はスペイクリニック（不妊手術専門病院）の開院により、よりたくさん

の猫の不妊手術を行うことによって、ノラ猫問題の解決を図っていきたいと

思います。
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令和２年度 地域まちづくり活動助成金 活動成果概要

事業名 まなびや通りフェスタ 

団体名 まなびや通りフェスタ実行委員会 

助成区分   スタート支援部門 助成金額 100,000 円

事

業

の

目

的

・

内

容

目的

本事業は、昨年度のイベントの開催によって見えた地域の課題解

決のため、若い世代の人が、長瀬のまちに興味を持ち、長瀬のま

ちに魅力を感じ、愛着を持ってもらう機会作りを行うことを目的

とする。 

内容

今年度は長瀬のまちに関わる商店主、学生、子育てママ、地域住

民、近大関係者等の参加を募り、『長瀬オンライン座談会』を開催

し配信する。また、『長瀬活性化プロジェクトアンケート』を作成、

そして、今年度事業総括『長瀬活性化プロジェクトアンケート』

結果を作成し、ＳＮＳ等にアップする。 

活

動

実

績

① 4/1・8・15・22・29・5/27・6/4 計 7 回《今年度のイベント企画》実行委員

会全体会議 

② 4/3・10・16・23・5/13・21 計 6 回《企画案まとめ》実行委員幹事会 

③ 8/7 実行委員会全体会議《今年度イベント開催に向けての役割分担》 

④ 8/19・9/2 計 2 回 『長瀬活性化プロジェクトアンケート』原案をアンケ

ート作成講師と打合せ 

⑤ 9/10～9/18 『長瀬活性化プロジェクトアンケート』を実施 

⑥ 8/16 アンケート回答状況確認、広報打合せ 

⑦ 9/30・10/7・28 《アンケート結果を踏まえて長瀬オンライン座談会の内容

打合せ》実行委員幹事会、実行委員会全体会議 

⑧ 10/14《まちづくり講師近大建築学部鈴木教授とオンライン座談会打合せ》

⑨ 11/4 ・16《長瀬オンライン座談会出演者打合せ》 

⑩ 11/11 《長瀬オンライン座談会リハーサル》 

⑪ 11/22 《長瀬オンライン座談会開催、YouTube ライブ配信》

⑫ 2/11・2/19 《今年度総括アンケート結果まとめ SNS で発表》打合せ
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目

標

＜申請時＞

若い世代、特に 20 代～40 代の女性

を対象としたイベント開催をするこ

とで、まちに興味、愛着を生み、若

い世代が住みたいまちにしていく。

＜事業実施後＞

若い世代のまちへの愛着を生むために行な

った『長瀬活性化プロジェクトアンケート』

の結果より見えてきたのは、長瀬地域に必要

なものは様々な立場を超えた繋がりが必要

と感じた。多様性を尊重し、地域連帯になる

ことが長瀬地域を盛り上げる第 1 歩と捉え、

『長瀬オンライン座談会』を開催し、討議し

他結果、立場を超えたコミュニケーションが

取れ、次への繋がりが出来た。

事

業

の

成

果

・

効

果

・まちの課題を明確にするために行なった『長瀬活性化プロジェクトアンケート』の結

果により、当初のまちの課題解決策と考えていことの修正が出来、よりシンプルに課題

について、取り組めるようになった。

・『長瀬オンライン座談会』を開催したことで、商店主、学生、子育てママ、地域住民、

近大広報部の方等それぞれの立場の方たち、そしてまちづくり講師に近大建築学部鈴木

教授に来て頂き、《繋がり》をテーマに話せたことで、例えば近大広報部が学校を含め

た長瀬のまちの魅力を発信しても、地域住民、商店主、子育てママには届いていなかっ

たりということが分かったり、今後はまちの情報の共有についてもそれぞれの立場で見

直して、横の繋がりを大きくしていきたいという話になった。

・『長瀬オンライン座談会』を YouTube ライブ配信したこと、近大建築学部あきばこ家

代表西村さん (まなフェス実行委員 )を中心に長瀬のまちの 3D 動画、イベント当日の記

録を文字とイラストを使ってわかりやすく見える化し、まちの方々とも共有でき、開催

記録も出来た。

・その他、まちの活性化に興味を持つ商大 3 回生の学生さんもまなフェスの取組に興

味を持たれ、実行員会に参入された。

今

後

の

事

業

展

開

まなフェス実行員会自体、長瀬のまちの縮図のように多様な立場の集まりですので、地

域連帯となるように、情報の共有、他団体や個人との協働を進めて、長瀬地域の発展と

なるイベントを開催していく。

具体的には、長瀬のまちの 3D 動画を活用して、地域を巻き込んで活性化させていく。

11/22 座談会風景

長瀬オンライン座談会

今後の事業展開打合せ
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東大阪市役所 市民生活部 地域活動支援室
ＴＥＬ．06-4309-3161 ＦＡＸ．06-4309-3812
Email machi-joseikin@city.higashiosaka.lg.jp


